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　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第11号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第12号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第13号　農地法第５条の規定による許可申請について
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２２人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２５年第３回定例総会を開会いたします。

（欠席委員はいません。）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に３番 吉　卓男委員と４番 昇　睦朗委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第11号から議案第17号までの７件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
それでは直ちに議案等の審議に入ります.

日程第3

議案第１１号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

No14につきましては、贈与での所有権移転であります。土地は笠利町喜瀬にあります。農機具は耕運機、草刈機各1台を所有しており、野菜を栽培しているようです。下限面積は問題ありません。

以上１件でございます。
農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　山田委員

（山田委員）

　議案第１１号農地法第３条の許可申請No14について、調査報告いたします。譲受人と譲渡人は従兄弟同士で元に戻すということで、贈与になっております。１７日の午後１時にお会いし申請書に間違いないことを確認いたしました。また、申請地は野菜が植えられておりました。委員の皆様のご審議をよろしくお願いします。
（前山会長）
　譲渡人と土地について、前田委員

（前田委員）
　議案第１１号議案番号No14の農地法第３条の規定による許可申請に対して、平成２５年３月２１日午前７時に譲渡人宅で申請内容につき、譲渡人に確認しましたところ、譲渡人より間違いないとのことでありました。
　土地については、譲渡人宅の前にあり、現在、野菜類が栽培されて耕作地として管理されておりました。農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。以上ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。

質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第１１号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。
よって

議案第１１号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　
日程第４
　議案第１２号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
No１については、駐車場と資材置き場としての転用申請であります。面積は１８１㎡であります。被害については、周辺に与える影響はないものと思います。申請地は土地区画整理法第2条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。

　No２につきましては、平成元年にガソリンスタンドを開業いたしましたが、許可を取らずに建設をしたということで、始末書も添付されております。申請地の北側に農地がありますが、国道５８号線で分断され、小団地である。農用地区域外の小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。以上２件であります。
（前山会長）

 本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
屋島委員
（屋島委員）

　農地法第４条の規定による許可申請のNo1について、ご報告いたします。
３月１９日午前１０時に申請人の夫の木工所の代表者に直接聞き取りをいたしました。申請地は、先ほど事務局からありましたように土地整備事業で整備された区域で住宅地にあり、土地の半分は野菜等を栽培されておりました。資材置き場と駐車場として整備し、簡易舗装するということでした。申請書のとおり間違いないということでありますので、ご報告いたします。
（前山会長）

　No2について、松元委員

（松元委員）

　議案第１２号農地法第４条による許可申請のNo2について、調査報告いたします。３月１８日午前９時３０分に用稲主幹と私の２名で、申請人と直接面談いたしました。平成元年にガソリンスタンドを営業いたしましたが、旧住用村の農業委員会に許可を受けて転用したものと思っておりましたが、事項証明書を確認いたしましたら、地目が畑地のままになっており、今回の申請になったといことです。今後はこのような違反行為を再び繰り返さないようにここに誓い、始末書を添えて農地法第４条の転用申請を提出いたしますので、よろしくお願いしますということでした。
　土地は三太郎トンネルの西仲間側に１Kmのところあります。ガソリンスタンドの正面は国道５８号線が通り農地とは分断され、後方は山に面しており、周辺に与える影響はないものと考えます。ご審議よろしくお願いいたします。

（前山会長）

　調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。No１について、質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　No２について、質疑ございませんか。

　(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第１２号農地法第４条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第１２号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。

（前山会長）
　私がNo8で報告がありますので、先にNo9、No10を審議いたします。No8については松崎代理に交代いたします。

日程第５
　議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請についてのNo9、No10に

ついてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
　No9につきましては、個人による一般住宅の建設のための所有権の移転でございます。譲受人が道路拡張に伴い立ち退きを予定しているためであります。申請地は、農用地区域外の小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。

No10については、車庫と物置を建築するための申請でございます。
申請地は、集落内の農地で農用地区域外の小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。

　以上２件でございます。
（前山会長）　

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　野﨑委員
（野﨑委員）
　議案第１３号農地法第５条による許可申請のNo9について、聞き取り調査の説明をいたします。１６日午後６時に譲受人の自宅で聞き取りいたしました。また、１７日の午前７時３０分に譲渡人の自宅で聞き取りいたしました。両人とも申請書のおとおり間違いないということでした。
　１９日の午後２時に現地を中尾分室長、久保主査、福原委員、私の４名に譲受人の妻と妻の姉が立会いの下、聞き取りいたしました。県道の拡張工事が進められており、それに伴い現在の住居が移転を余儀なくされており、申請地を購入し新築を予定しているとのことです。周辺に与える影響はないものと考えます。委員の皆様のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

　福原委員

（福原委員）

　ただいま、野﨑委員から詳しく説明がありましたので、私は簡単に説明したいと思います。１９日の午後２時に現地におきまして、事務局の中尾分室長と久保主査、野﨑委員と私の４名に受人の妻と妻の姉が立会いの下、説明を受けました。受人の住居が県道改良工事に伴い移転を余儀なくされ、今回申請地に移転計画をしているということでした。委員の皆様方の審査よろしくお願いいたします。
（前山会長）

　昇委員

（昇委員）

　報告します。ただ今、同僚の野﨑委員からお話がありましたように、１９日に５条申請及び非農地証明願いの案件３件について、現地調査を行うという連絡を笠利分室から受けておりましたが、公務により都合がつかず翌日の２０日に福原委員に同行をお願いし現地を確認いたしました。受人の自宅は台風の度に被害が発生する場所であります。また、県道改良工事に伴い移転をするということでありました。また、申請地は宅地としては最適な場所で周辺に与える被害はないものと考えます。以上です。
（前山会長）

　No10について、屋島委員
（屋島委員）
　議案第１３号農地法第５条による許可申請のNo10について、報告いたします。３１ページの図面にもありますように、３月１７日午前１１時に受人とまた、午前１１時２０分に渡人の両人宅で聞き取り調査を実施しました。受人はUターン者で現在の住居の隣接地を購入し物置と駐車場を整備する計画であります。受人、渡人とも申請書のとおり間違いないということですので、報告いたします。
（前山会長）
　担当調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。No9、No10について、質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第１３号農地法第５条による許可申請についてのNo9、No10については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請についてのNo9、No10については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。
　議長を会長代理に交代いたします。
（松崎代理）

議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請についてのNo8について

を議題といたします。

事務局に議案の農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の説明)
No8につきましては、23ページに理由書がありますが、平成１１年５月に市・県の許可を受け新築しておりますが、その際地目の変更手続きをしておらず現在に至っております。また、平成２４年１月に担保不動産競売により譲渡人へ所有権が移っております。地目を変更するための申請であります。

申請地は土地区画整理法第2条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。

　以上１件でございます。
（松崎代理）　

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　事務局

（新納次長）

　農地法第５条のNo8の受人、渡人の両人に３月１８日に電話で確認をいたしました。先ほど内容につきましては、事務局長から報告がありましたとおりでございます。申請書に関しましては、受人、渡人ともそのとおり間違いないということで皆様のご審議よろしくお願いしますということでした。報告終わります。
（松崎代理）
　土地について、前山委員

（前山委員）

　土地について、調査報告いたします。２１日夕方、申請地を確認いたしましたが、受人が留守のため再度、２２日の朝、確認しましたら受人の妻がおられましたので聞き取りをいたしました。大きな建物で２世帯住宅でありました。申請書のとおり間違いないということでした。以上報告終わります。
（松崎代理）

　担当調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第１３号農地法第５条による許可申請についてのNo8については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第１３号農地法第５条の規定による許可申請についてのNo8については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。
　　議長を会長に交代いたします。
（前山会長）
日程第６
　議案第１４号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１４号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１４号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（前山会長）
日程第７
　議案第１５号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　肥後委員
（肥後委員）

　４２ぺージのNo3の借り人㈱ソレイﾕスマイルについて、説明をお願いします。
（前山会長）
　事務局

（中尾分室長）

　先月、３条の許可申請で許可した宇宿の土地であります。㈱ソレイﾕスマイルは農業生産法人であり、山羊を飼育し乳を利用したチーズ等を生産目的に今回の土地に飼育するということでの、利用権設定であります。適格要件は満たしていると考えます。
（前山会長）
　他に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１５号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１５号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第8
議案第１６号下限面積（別段面積）の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

下限面積（別段面積）につきましては、昨年、全地区２０アールに統一してありますが、この別段面積は総会に諮り決定しなければなりませんので、ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

別段面積につきましては、昨年、全地区２０アールに統一してあります。質疑ございませんか。
　福原委員

（福原委員）

　昨年同様全地区２０アールでよろしいと思います。
（前山会長）

　他にございませんか。
(「なし」の声あり)

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第１６号下限面積（別段面積）認定については、これを認めることに、ご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり）

ご意義なしと認めます。

よって、議案第１６号下限面積（別段面積）の認定については、審議の結果奄美市全地区を２０アールに決定いたしました。

　　

日程第9
議案第１７号非農地の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

　No1につきましては、平成８年に県道の改良工事に伴い買収された土地の残地でございます。6.16㎡でございますが、農地として利用できないような場所であります。

　No2につきましては、昭和４０年頃まで米を作っておりましたが、５１ページの写真にもありますように遊休地化しており、谷間のため農地としての利用は困難なものと思われます。
　No3につきましては、昭和５５年頃から遊休地になり、現在は５５ページにありますように山林化しており、農地への復元は困難なものと思われます。以上３件でございます。ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

肥後委員

（肥後委員）

　議案第１７号No1の非農地認定の件の願い人及び土地にいて、報告いたします。３月１９日午前９時５０分に願い人に電話をして現場立会いをお願いしましたが、仕事の都合で現場立会いできないとのことで、申請には間違いないので、私の方から説明してくださいとのお願いがありましたので、対応いたしました。同日午後３時より現地調査を笠利分室の事務局から２名、野﨑委員、私の４名で調査いたしました。申請地は隣接地の所有者との位置関係から間違いなく、現況も４９ページの写真のとおり三面側溝に面した約６㎡の土地です。県道拡張工事の残地で農地として利用できないため申請書のとおり認めることが適当と思います。以上です。
（前山会長）
　昇委員
（昇委員）
　非農地証明のNo1について、報告いたします。１９日につきましては、先ほど申し上げたとおりであります。翌日２０日に肥後委員にお願いし現場を案内していただきました。この土地は肥後委員から申し上げたとおり４９ページの法面図のいわゆる道路改良後の水路と法面との間に挟まれたわずかな土地で農地としての利用価値は現在のところないものと判断します。以上です。
（前山会長）

　野崎委員、No2までお願いします。
（野崎委員）

　No1につきましては、肥後委員から詳しく説明がありましたように県道で分断され、少しだけの土地で農地としての利用は困難と思われます。
　No2につきまして、調査報告いたします。５条申請の調査日と同じく１９日の午後２時３０分から同メンバーで現地を確認いたしました。申請書のとおり昭和４０年まで稲作をしておりましたが、国の転作事業で稲作が中止となりその後、耕作放棄地となり現在に至っております。願い人も高齢で耕作予定もありませんので、非農地に認定をお願いいたします。委員の皆様のご審議よろしくお願いします。以上です。
（前山会長）

　福原委員

（福原委員）
　議案第１７号No2の非農地について、説明いたします。１９日午後２時３０分から事務局２名、委員３名と願い人立ち合いの下、現地を確認いたしました。申請地は何十年も耕作されておらず人の背丈より高い雑草等が伸びており、荒れて耕作放棄地状態にありました。願い人も高齢であり非農地として認定してもやむ得ないものと判断いたします。委員の皆様のご審議よろしくお願いします。以上です。
（前山会長）
　昇委員

（昇委員）

　非農地証明No2について、報告いたします。先ほども申し上げましたが、１９日は都合がつかずに２０日に福原委員にお願いし案内をしていただき現地を確認いたしました。また、現地は農地パトロールでも度々見聞きしているところでもあります。水田後で長い間荒れ放題で農地としての利用価値は現在のところないのが実情です。周辺はさとうきび畑や住宅等があります。　　　 　大規模に周辺を重機等で開発をすれば農地に戻るかもしれませんが、難しい問題と思います。皆様方のご判断とご審議をお願いします。以上です。
（前山会長）
　No3について、中村委員

（中村委員）

　議案第１７号No3の非農地の認定について、調査いたしましたので報告いたします。平成２５年３月１８日月曜日午前１０時から住用分室の用稲主幹、松元委員、與島委員、私の４名で住用町大字市字金久田1003番の1、面積5,633㎡を調査いたしました。また、３月２０日水曜日１２時３０分に願出人の自宅で話を伺いました。３０年前までは、イモ類を植え付けていましたがその後は、耕作していないということでした。面積は5,633㎡ありますが、殆ど傾斜地にあり山林化が進み農地にするには困難な状態になっております。また、市道を挟んだ海側の土地も以前はさとうきびを植えていたそうですが、塩害で何も育たないために耕作できないということでした。このような状況であります。皆様のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　松元委員

（松元委員）
　この土地の面積は5,633㎡ありますが、現地は見ますとこのような面積があるのか見当がつかない状況で山林化しておりました。中村委員から報告がありましたとおりでございます。以上です。
（前山会長）
　與島委員

（與島委員）

　お二人の委員から報告がありましたとおり、山林化しており農地に復元するには困難と思われます。以上です。

（前山会長）
　調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　(「なし」の声あり)

他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第１７号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか

(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって

議案第１７号非農地の認定については審議の結果，これを認めることに決定いたしました。

　
以上で、本日に用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします

　お疲れ様でした。
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